


































































































































































































































1. Introduced strategies of studying 
English at the university level as 
opposed to high school;
2. Provided tips to make studying English 
both productive and enjoyable;
3. Gave a basic pronunciation exercise to 
emphasize difficulties Japanese speakers 
of English have with specific sounds;
4. Had the students write and present a 
simple self-introduction in English;
5. Played simple and short English games 
and activities to help motivate them for 
their other English classes.
●新茂則　人生のライフサイクルから考える
キャリア教育」
　人生のライフサイクルから職業の意味と理解
を図り「望ましい職業観と勤労観の育成」を視
座し、 キャリア教育の授業を行った。学生が 
「社会において果たさなければならない使命の
自覚に基き、将来の進路を考えること」を授業
目標とした。人生の理想的な「自己実現（self-
actualization）」達成に向け、大学生活で「生
き方」、「生きる力」「自立して生活する力」に
ついて理解を図る。その骨子は下記のとおりで
ある。
　①職業の意義について理解し自己概念と自己
意識について考える。
　②職業生活を通して社会生活を営むことを自
覚する。
　③将来の夢や願いの実現に向けた努力の必要
性を自覚する。
　④進路選択を「生きる力」の観点から吟味す
る。
　⑤自己の生き方を求め、進路を自分自身で探
索する。
　配布資料は拙著「人生のライフサイクルから
考えるキャリア教育と資格取得」及び「職場や
地域社会で多様な人々と仕事をしていくために
必要な基礎的な力」「社会人基礎力」（経済産業
省）を使用した。
●徐涛　流通チャネルの革新と私たちの暮らし
内容紹介：「そもそも流通とは？」から始め、
１．はじめに－－ そもそも流通とは？
２．私たちの暮らしと流通の発展－－小売流通
を例に、
３．小売流通の変化について
４．業態革新とその影響、
５．まとめ－－問題点と課題
という目次構成で、流通チャネルの革新、特に
身近な小売流通に関する業態革新により私たち
の生活はどう変わっていくのか」について１年
生に学んでもらった。とりわけ、アメリカと中
国の e コマースの発展にいる小売業態発展への
影響として、アマゾンやアリババグループの新
しい事例を紹介した。差後に補足紹介として、
「大学のゼミとは何？」について、徐ゼミを事
例に説明した。
●中川隆
　オムニバス授業では、まず、流通の基本論に
ついて概説した。すなわち、生産と消費の間の
隔たりを埋める流通の役割や機能について説明
した。担当者の専門である食品流通を対象に、
農業生産と食料消費の間にある①時間の隔た
り、②空間の隔たり、③形態の隔たり、④所有
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の隔たりなどを埋める流通の役割について、具
体的事例をもとに講義を行った。学生には、講
義内容を踏まえたうえで「安全な食の流通のた
めに私たちができること」をテーマとしたレ
ポートを課した。
３.考察
　アカデミックリテラシーは、各指導主任によ
るテーマ授業を行う点に特色がある。テーマ授
業の共通の趣旨は、高等学校と大学との接続、
特に学ぶための姿勢の違いについて、学生自身
に考えてもらおうというものであった。学生に
は、さまざまな授業を通して、大学生活におい
て必要なアカデミックリテラシーとは何かを考
えていってもらいたいということが、我々アカ
デミックリテラシー担当の教員の願いである。
　最後に、平成29年度の問題点について、平成
30年度はどのように改善したか。またその効果
はどうであったかという点について述べる。
　①平成29年度の問題点としては、テーマ授業
を８回行ったため、指導主任と学生とのつなが
りが希薄であった点があった。そこで、30年度
は、改善を図るために、指導主任が自分の担当
するクラスの時間数を増やした。その代わり、
テーマ授業を、昨年度までは各教員が８クラス
を回るかたちだったが、今年度は分担して６ク
ラス回るかたちとした、
　②平成29年度の問題点としては効果測定を
行っていなかったという点があった。平成30年
度は、基礎教育センターの方での効果測定は
行ったが、アカデミックリテラシーという授業
を通して、学生にどのような意識の変化があっ
たか、またはなかったかをきちんと検証できて
いない。効果測定のシステムを、特に社会人基
礎力との関係から、考えていかなければならな
い。次年度以降の課題としたい。
　③平成29年度、30年度に共通する問題として、
学生の基礎学力の格差が大きいということが挙
げられる。プレイスメントテストの導入によっ
て、学生の基礎学力がどの程度かは明らかに
なった。その結果、プレイスメントテストの点
数と、学生の理解力・学習態度・意欲・成績と
の間には、ある程度の相関があることが分かっ
た。ただし、プレイスメントテストの点数が低
かった学生は、単に基礎学力が不足している場
合もあるが、学生相談室のカウンセリングの必
要なケースも存在した。基礎教育センター・学
生相談室との連携をさらに深めていく必要があ
るだろう。
　以上、平成30年度のアカデミックリテラシー
の概要とその問題点である。アカデミックリテ
ラシーは新カリキュラムでは、スタディスキル
Ⅰと名を変え、内容も更新する。この記録を、
次年度以降に役立てていきたいと考える。
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